「おしゃべりの場「あるある」」展開案

１　ねらい
[bookmark: _Hlk213312918]　　子供や保護者に関する意見交流を通して、参加者が日々の生活を振り返り、対象者（子供や保護者）に思いをはせ、大切に思う気持ちを深めるとともに、参加者同士やファシリテーターとのつながりを生み出す契機とする。

２　対　象
　　中学生から成人まで（参加者に応じてバージョンを選択）

３　準備物
「おしゃべりの場「あるある」」表示、名札、サインペン、サイコロ、アンケート用紙、鉛筆
アンケート回収ボックス、ごみ袋　等
（菓子・飲み物があってもよい）

４　展　開（所要時間）30分程度（20分も可能）
○めあて：テーマに沿って自由に語り合おう。
　○テーマ：サイコロを振って「あるある」を決める。
	展開
（所要時間）
	内　　容
	留　意　点
	準備物

	開会
（２分）
	挨拶
ファシリテーター自己紹介
趣旨・ルール説明


	
○ファシリテーターを含めて名札（シール等）を付ける等、今後繋がっていくきっかけとなるよう工夫する。（ニックネーム可）
○写真を撮る場合は、予め了解を得る。
○安心して参加できる和やかな場づくりに配慮
する。
	名札
サインペン

机・椅子
アイランド形式
和室やカーペット
にそのまま座って
実施可能

	展開
（30分）
	テーマに沿って意見交流
（15分×２回）
案１　同じメンバーで
「あるある」を変える
案２　同じ「あるある」で
メンバーを変える

	○グループごとに簡単な自己紹介をする。
（ニックネーム可）
○サイコロを振って「あるある」を決める。
（カードを引く等、他の方法で「あるある」を
決めることも可能）
○発言は任意とし、聴くだけの参加も可能
○途中参加・途中退席は自由
○グループの意見交流の様子を見て、必要な
ファシリテートを程よく行う。
	サイコロ
「あるあるカード」





	閉会
（１分）
	挨拶
アンケート
	
○アンケートの案内（任意）
	アンケート用紙
鉛筆
アンケート回収ボックス
ごみ袋



５　「あるある」バージョン
(1) 　子育て奮闘期「あるある」バージョン案　（小・中・高校生の保護者向け）
１　子供のスマホ あるある
２　一人目は慎重、二人目からは大雑把 あるある
３　子供の生意気な言動 あるある
４　静かなときほど何かが・・・ あるある
５　子供とお出かけハプニング あるある
６　子供との日々の奮闘 あるある　　　　　　　　　等




(2) 保護者「あるある」バージョン案（中・高校生の保護者向け）
　　１　家での勉強 あるある
　　２　進路 あるある
　　３　子供部屋 あるある
　　４　プリントを出さない あるある
　　５　朝になって言ってくる あるある
　　６　家でのちょっとした困りごと あるある　　　　　等

(3)  中・高校生から見た保護者「あるある」バージョン案　（中・高校生向け）
１　保護者の口癖 あるある
　　２　保護者に分かってほしいこと あるある
　　３　いつもは言えない感謝の気持ち あるある
　　４　小さい頃の保護者との思い出 あるある
　　５　家のお手伝い あるある
　　６　保護者にしてあげたいこと あるある
他　保護者とのスマホ あるある　　　　　　　　　　等

※１　参加者や開催者の要望に応じて、内容を自由に変更可能
※２　サイコロを使用しない場合、番号は必要なく、六つでなくても実施可能
※３　白紙のカードを準備し、その場で出た「あるある」をテーマにすることも可能
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